









































































































































































	12. 経済分析
	12.1 便益
	12.2 費用
	12.3 最適規模決定の原則
	12.4 運転開始時期
	12.5 洪水調節容量の最適規模
	12.6 発電目的の妥当性
	12.7 ダム規模の最適化
	12.8 内部収益率
	12.9 経済的内部収益率算定における仮定の説明
	12.10 中間型放流方式

	13. 計画ダムの優先順位の考察
	文献
	表－1 第二次調査団員名簿
	表－2 中間報告書記載の対象ダム暫定計画(1/2)
	表－3 中間報告書記載の対象ダム暫定計画(2/2)
	表－4 特別市・道別人口
	表－5 主要経済指標
	表－6 主要農業指標
	表－7 既設発電用ダム概要
	表－8 既設多目的ダム概要
	表－9 気象資料
	表－10 本調査の流量資料算定根拠
	表－11 ダムサイトへの流入量算定基礎
	表－12 算定した年平均降雨量と流出量の一覧表
	表－13 農村振興庁概略土壌図の作図単位要約
	表－14 土壌分類別分布面積
	表－15 水稲多収穫新品種栽培に関する水田土壌分類基準
	表－16 水稲多収穫新品種栽培適性別水田土壌分布面積
	表－17 形態別土地利用可能面積
	表－18 三流域の主要農業指標
	表－19 水稲多収穫新品種作付状況
	表－20 三流域の作物別平均収量
	表－21 既設麗川・光陽工業用水道の概要
	表－22 灌漑施設別水田分類
	表－23 漢江流域の農地開発予測面積
	表－24 北部洛東江流域の農地開発予測面積
	表－25 中部洛東江流域の農地開発予測面積
	表－26 南部洛東江流域の農地開発予測面積
	表－27 蟾津江流域の農地開発予測面積
	表－28 算定した灌漑用水量
	表－29 漢江流域の予測給水人口
	表－30 洛東江流域の予測給水人口
	表－31 蟾津江流域の予測給水人口
	表－32 都市用水需要量算定基準
	表－33 三流域に依存する都市・工業用水予測
	表－34 漢江下流域における純損失水量の概算
	表－35 洛東江の水質汚濁防止要水量
	表－36 長期電力開発計画
	表－37 年間純消費水量
	表－38 算定した不足水量
	表－39 忠州ダムの放水量
	表－40 各対象ダムに想定した貯水池操作方式
	表－41 貯水池操作検討結果(1/2)
	表－42 貯水池操作検討結果(2/2)
	表－43 模疑設計対象ダムの概要
	表－44 工事費積算に用いた主要単価
	表－45 住岩ダム付帯都市・工業用水パイプライン計画の概要（本流案）
	表－46 住岩ダム付帯都市・工業用水パイプライン計画の概要（分水案）
	表－47 水稲在来品種および多収穫新品種の収量変遷
	表－48 水田土壌の生産力指数
	表－49 灌漑条件別の水稲収量
	表－50 耕地整理の実施効果
	表－51 水稲予想収量
	表－52 畑作予想作付体系
	表－53 畑作物予想収量
	表－54 農作物価格
	表－55 農用資材価格
	表－56 水稲の経済的生産費
	表－57 灌漑畑作物の経済的生産費
	表－58 非灌漑畑作物の経済的生産費
	表－59 米作粗収入および純収益
	表－60 畑作粗収入および純収益
	表－61 灌漑施設の経済的工事費
	表－62 貯水池灌漑による純増加便益
	表－63 本流ポンプ灌漑による純増加便益
	表－64 支流ポンプ灌漑による純増加便益
	表－65 貯水池灌漑の純増加受益面積
	表－66 本流ポンプ灌漑の純増加面積
	表－67 支流ポンプ灌漑の純増加面積
	表－68 漢江流域における灌漑純増加便益の5年間毎の合計額
	表－69 洛東江流域における灌漑純増加便益の5年間毎の合計額
	表－70 蟾津江流域における灌漑純増加便益の5年間毎の合計額
	表－71 対象ダム水没地区内の農業生産喪失額
	表－72 対象ダムサイトに対して算定したピーク洪水量
	表－73 対象ダムによる100年確率洪水位の低下量
	表－74 土地涵養便益算定に用いた純農業別益
	表－75 算定した洪水調節便益(1/2)
	表－76 算定した洪水調節便益(2/2)
	表－77 都市・工業用水代替ダムの概要
	表－78 竜渓ダム付帯都市・工業用水パイプライン計画の概要
	表－79 算定した500MW専焼火力発電所の経済的建設単価の内訳
	表－80 代替火力発電費用の構成
	表－81 一定放流方式の場合の5時間ピーク発電の検討結果
	表－82 一定放流方式の場合の18時間発電の検討結果
	表－83 対象ダムの最適規模決定上の制約条件
	表－84 一定放流方式の場合の対象ダム諸元(1/2)
	表－85 一定放流方式の場合の対象ダム諸元(2/2)
	表－86 需要対応放流方式の場合の対象ダム諸元(1/2)
	表－87 需要対応放流方式の場合の対象ダム諸元(2/2)
	表－88 算定した都市・工業用水原水単価
	表－89 計画が成り立つ対象ダムの経済的内部収益率
	表－90 代替施設費を都市・工業用水供給便益および発電便益として計上した場合の経済的内部収益率
	表－91 代替施設の経済的内部収益率を変化させた場合の住岩ダム分水案Aルート計画の経済的内部収益率

